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○
森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー

の
設
置

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
環
境
の
汚
染
が
生
じ
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
よ
る
人
の
健
康
被
害
又
は

生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
速
や
か
に
低

減
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年

８
月
に
「
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
特
措
法
」

と
い
う
。
）
」
が
制
定
、
平
成
24
年
１
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
関
係
者
が
連
携
し
て
着

実
に
除
染
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特
措
法
に
基
づ
き
、
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
に
お
い
て

除
染
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
、
除
染
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
で
、
こ
れ

ら
除
染
実
施
区
域
に
国
有
地
が
含
ま
れ
る

場
合
は
、
国
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
除
染

を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
有
林

内
の
放
射
性
物
質
の
除
染
を
円
滑
に
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年
４

月
に
森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
国
有
林
除
染
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
。
」
）
が
、
関
東
森
林
管
理
局
森
林
整

備
部
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

国
有
林
除
染
セ
ン
タ
ー
は
、
10
名
の
職

員
が
所
属
し
、
こ
の
う
ち
６
名
の
職
員
を

セ
ン
タ
ー
本
所
（
福
島
森
林
管
理
署
内
）

に
配
属
し
、
３
名
を
磐
城
森
林
管
理
署
、

１
名
を
関
東
森
林
管
理
局
に
駐
在
さ
せ
、

福
島
県
を
中
心
と
し
た
広
域
的
な
国
有
林

の
除
染
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

○
森
林
内
の
放
射
性
物
質
の
分
布

森
林
内
の
放
射
性
物
質
は
、
現
時
点
で

は
、
そ
の
多
く
が
枝
葉
や
落
葉
等
に
付
着

し
て
お
り
、
樹
種
に
よ
り
そ
の
分
布
状
況

は
異
な
り
ま
す
（
図
１
参
照
）
。

○
森
林
除
染
作
業
に
つ
い
て

特
措
法
の
基
本
方
針
に
お
い
て
、
森
林

の
除
染
に
つ
い
て
は
、
住
居
等
の
近
隣
を

優
先
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
国
有

林
に
お
い
て
も
生
活
圏
近
隣
の
森
林
を
除

染
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

環
境
省
が
策
定
し
た
「
除
染
関
係
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
具
体
的
な
森
林

の
除
染
方
法
に
つ
い
て
示
し
て
お
り
、
森

林
周
辺
の
居
住
者
の
生
活
環
境
に
お
け
る

放
射
線
量
を
低
減
す
る
観
点
か
ら
、
落
葉

等
の
除
去
を
林
縁
か
ら
20
㍍
程
度
の
範
囲

を
目
安
に
行
う
こ
と
が
効
果
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
林
縁
部
周
辺
の
常
緑
針
葉

樹
の
枝
葉
の
除
去
も
有
効
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

国
有
林
に
お
い
て
も
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
に
基
づ
き
、
次
に
示
す
作
業
方
法
で

森
林
除
染
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
落
葉
等
堆
積
有
機
物
及
び
枝
葉
等
除
去

①
雑
草
、
灌
木
等
の
刈
払
い

②
落
葉
等
堆
積
物
の
除
去
（
地
表
か
ら
５
㌢
㍍
程
度
）

③
林
縁
部
か
ら
５
㍍
程
度
の
範
囲
内
の
常
緑
針
葉
樹
の

枝
葉
の
除
去
（
地
上
か
ら
４
㍍
程
度
）

④
①
～
③
の
除
去
物
質
の
土
の
う
袋
へ
の
詰
め
込
み
及

び
粗
朶
の
結
束

そ

だ

（
２
）
土
壌
流
亡
等
の
防
止
措
置
（
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

①
購
入
し
た
土
砂
等
を
土
の
う
袋
に
詰
め
込
み
、
民
有

地
と
の
境
界
付
近
に
設
置

②
設
置
し
た
土
の
う
袋
を
ア
ン
カ
ー
ピ
ン
で
固
定

（
３
）
除
去
物
質
の
運
搬

土
の
う
袋
及
び
粗
朶
の
仮
置
場
等
へ
の
運
搬

そ

だ

（
注
）
粗
朶
と
は
、
切
り
取
っ
た
木
の
枝

そ

だ

国
有
林
除
染
セ
ン
タ
ー
設
置
に
先
駆
け
、

昨
年
度
、
関
東
森
林
管
理
局
が
福
島
県
川

内
村
と
連
携
し
て
村
内
の
住
宅
等
に
隣
接

し
た
国
有
林
で
森
林
除
染
事
業
を
実
施
し

た
結
果
、
事
業
実
施
前
に
比
べ
、
平
均
で

３
割
程
度
の
空
間
線
量
率
の
低
減
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

平成２４年７月６日 関 東 森 林 管 理 局 第１００号（２）

国
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け
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１ 事業 箇所 福島県双葉郡川内村大字下川内字宮坂国有林６２８よ林小班外

２ 事業 期間 平成２３年１２月２０日～平成２４年３月２１日

３ 実行 面積 ０．１４ ha （２箇所）

４ 事業実施者 川内村復興事業組合

５ 事業 内容
（１） 落葉等堆積有機物及び枝葉等除去（林縁から２０ｍ程度の範囲 ）

① 雑草、灌木等の刈払い

② 落葉等堆積物の除去（地表面から５㎝程度 ）
③ 林縁部から５ｍ程度の範囲内の常緑針葉樹の枝葉等の除去（地上から４ｍ程度 ）

④ ①～③の除去物質の土のう袋への詰め込み及び粗朶の結束
（２） 除去物質の運搬

① 土のう袋（２,４００袋 ）及び粗朶の林外への搬出
② 土のう袋等の大型土のう袋への詰め込み
③ 大型土のう袋（６０袋 ）の仮置場への搬送

平成23年度川内村内国有林森林除染事業の概要

落葉等堆積有機物の除去

及び土のう袋への詰め込み

作業前 作業後

３割程度空間線量率が低減

表１　平成24年度国有林森林除染事業実施状況

福島県川内村大字下川内字岡山国有
林ほか H24.4.26 H24.4.26～H24.12.31 1.42

群馬県桐生市黒保根町赤面国有林
（花見ヶ原森林公園キャンプ場内）

H24.6.18 H24.6.19～H24.7.18 0.40

計 1.82

平成24年6月20日現在

実施場所
実施予定面積

（ha）
契約日 事業期間

（３）平成２４年７月６日 関 東 森 林 管 理 局 第１００号

○
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

今
年
度
事
業
と
し
て
、
現
在
、
福
島
県
川
内

村
の
国
有
林
（
磐
城
森
林
管
理
署
管
内
）
と
群

馬
県
桐
生
市
の
国
有
林
（
群
馬
森
林
管
理
署
管

内
）
の
除
染
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）
。

今
後
、
各
市
町
村
に
お
い
て
、
除
染
実
施
計

画
に
基
づ
く
除
染
作
業
が
本
格
化
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
関
連
す
る
市
町
村
、
森
林
管
理
署

等
と
連
携
し
て
着
実
に
事
業
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

作業後作業前



○
赤
谷
の
森
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動

第
２
回
（
イ
ヌ
ワ
シ
と
ク
マ
タ
カ
）

赤
谷
の
森
に
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
と
ク
マ

タ
カ
と
い
う
大
型
の
猛
禽
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
実
際

に
見
た
こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
イ
ヌ
ワ
シ
も
ク

マ
タ
カ
も
森
林
生
態
系
に
お
け
る
食
物

連
鎖
の
上
位
種
で
あ
り
、
生
息
数
が
少

な
い
た
め
で
す
。
少
々
古
い
デ
ー
タ
に

な
り
ま
す
が
、
平
成
16
年
の
環
境
省
の

調
査
で
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
全
国
で
の
最

小
推
定
個
体
数
は
４
０
０
羽
、
ク
マ
タ

カ
は
１
８
０
０
羽
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
一
日
の
大
半
を
木
な
ど
に
止
ま
っ

て
過
ご
し
て
い
る
こ
と
も
、
な
か
な
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
の
一
つ
で

す
。イ

ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
が
年
間
を
通

し
て
生
息
し
、
繁
殖
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
こ
の
２
種
類
の
猛
禽
に
焦
点

を
絞
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
赤
谷
の
森
の
自
然
環
境

の
状
態
を
総
合
的
に
把
握
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、

赤
谷
の
森
に
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
１
ペ
ア
と

ク
マ
タ
カ
５
ペ
ア
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

○
風
の
精

イ
ヌ
ワ
シ

イ
ヌ
ワ
シ
は
翼
を
広
げ
る
と
２
㍍
近

く
に
も
な
り
、
巧
み
に
風
を
操
り
ほ
と

ん
ど
羽
ば
た
く
こ
と
な
く
空
を
駆
け
回

り
ま
す
。
赤
谷
の
森
で
は
、
ノ
ウ
サ
ギ
、

ヤ
マ
ド
リ
、
ヘ
ビ
類
、
カ
ケ
ス
等
の
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
た
平
成
14
年
以

降
３
回
繁
殖
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
少
な
く
と

も
最
低
限
の
獲
物
が
捕
れ
る
環
境
は
整
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
21
年
か
ら
平
成
23
年
に
か
け
て
イ
ヌ

ワ
シ
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
行
動
の
観
察
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
木
々
の
葉
が
茂
っ
て

い
る
時
期
に
は
サ
サ
原
、
草
地
な
ど
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
、
落
葉
期
に
は

壮
齢
な
自
然
林
な
ど
の
樹
林
帯
と
そ
の

周
辺
の
岩
地
や
疎
林
を
使
っ
て
い
る
様

子
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
今
後
は
落
葉
期
の
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
場
所
と
な
る
環
境
や
条
件
を
明
ら

か
に
し
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
利
用
す
る
樹
林

帯
の
特
徴
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
森
の
精

ク
マ
タ
カ

ク
マ
タ
カ
は
翼
を
広
げ
た
長
さ
は
１
．

６
㍍
程
度
で
す
が
、
翼
の
幅
が
広
い
の

が
特
徴
で
、
そ
の
幅
広
い
翼
を
巧
み
に

操
り
森
の
空
間
を
自
由
自
在
に
移
動
し

ま
す
。
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
リ
ス
、
ノ

ウ
サ
ギ
、
モ
グ
ラ
類
、
ヘ
ビ
類
な
ど
森

林
に
生
息
す
る
中
小
動
物
を
幅
広
く
食

べ
て
い
る
よ
う
で
す
。
赤
谷
の
森
に
住

む
5
ペ
ア
は
、
概
ね
隔
年
で
繁
殖
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
繁
殖
活

動
を
維
持
す
る
の
に
最
低
限
の
獲
物
が

捕
れ
る
環
境
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

営
巣
木
か
ら
概
ね
半
径
１
．
５
㌔
㍍

以
内
を
コ
ア
エ
リ
ア
（
1
年
を
通
じ
て

よ
く
利
用
す
る
場
所
。
主
な
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
場
所
が
含
ま
れ
る
。
）
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
各
ペ
ア
の
コ
ア
エ
リ
ア
内

の
樹
種
構
成
は
様
々
で
あ
り
、
コ
ア
エ

リ
ア
の
大
部
分
を
人
工
林
が
占
め
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
人
工
林
に
お
い

て
も
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
行
動
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
自
然
林
だ
け
が
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
場
所
に
適
し
て
い
る
と
は
言

い
切
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。今

後
は
、
ク
マ
タ
カ
が
利
用
し
て
い

る
場
所
と
利
用
し
て
い
な
い
場
所
、
そ

れ
ぞ
れ
の
情
報
収
集
を
行
い
、
こ
の
二

つ
の
環
境
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
ク

マ
タ
カ
の
獲
物
と
な
る
中
小
の
動
物
が

た
く
さ
ん
生
息
す
る
森
の
条
件
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
森
づ
く

り
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
谷
の
森
自
然
散
策
の
実
施

5
月
27
日
（
日
）
に
小
出
俣
林
道
で

赤
谷
の
森
自
然
散
策
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
春
か
ら
初
夏
へ
と
移
り

変
わ
る
赤
谷
の
森
、
ハ
ル
ゼ
ミ
の
声
を

聞
き
な
が
ら
片
道
約
3
㌔
㍍
の
林
道
を

散
策
し
ま
し
た
。

平成２４年７月６日 関 東 森 林 管 理 局 第 １００号（４）
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水
の
し
み
出
て
い
る
岩
の
奥
か
ら
ク
ゥ
ッ

ク
ッ
、
グ
ゥ
ッ
グ
ッ
と
い
う
何
と
も
言

え
な
い
、
子
犬
の
鳴
き
声
の
よ
う
な
声

を
聞
き
、
参
加
者
全
員
で
声
の
主
を
捜

し
た
の
で
す
が
、
見
つ
け
ら
れ
た
の
は

卵
の
み
。
結
局
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
声
の
主
は
タ
ゴ
ガ
エ

ル
。
森
林
や
高
山
に
住
む
カ
エ
ル
で
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
繁
殖
期
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
所
で
鳴

い
て
い
た
よ
う
で
す
。

途
中
、
雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
本
降
り
に
は
な
ら
ず
無
事
に

全
行
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
か
ら
は
、
普
段
気
が
つ
か

な
い
と
こ
ろ
を
色
々
教
え
て
い
た
だ
い

た
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
、
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
10
月
28
日
、
錦
秋
の
赤
谷
の
森

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
工
場
等
と
森
林
管
理
局
長

が
国
有
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
ス
ギ
な
ど

の
丸
太
の
販
売
に
関
す
る
相
互
協
定
を

締
結
し
、
そ
の
協
定
に
も
と
づ
き
一
定

量
を
安
定
的
か
つ
計
画
的
に
販
売
す
る

シ
ス
テ
ム
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
と
し
て
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
若
齢
林
分
か
ら
生
産

さ
れ
る
曲
が
り
や
節
の
多
い
間
伐
材
を

有
効
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
間
伐
材
を
市

場
で
細
か
く
選
別
し
て
販
売
す
る
こ
と

は
手
間
や
コ
ス
ト
が
掛
増
し
に
な
り
、

ま
た
、
合
板
・
集
成
材
工
場
等
の
低
質

材
を
大
量
に
利
用
す
る
需
用
者
に
と
っ

て
も
、
少
量
・
不
安
定
な
取
引
に
よ
る

調
達
は
不
便
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。シ

ス
テ
ム
販
売
は
、
こ
う
し
た
問
題

を
踏
ま
え
、
国
有
林
が
間
伐
材
等
を
大

量
か
つ
安
定
的
に
需
用
者
に
直
接
供
給

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
需

用
者
に
お
け
る
加
工
・
流
通
の
合
理
化

を
促
し
、
ま
た
、
流
通
の
簡
素
化
、
中

間
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
等
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
利
用
が
進
ま
な
か
っ
た
間
伐

材
等
の
需
要
開
拓
に
資
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
第
１
回
目
の
シ
ス
テ
ム
販

売
は
、
21
物
件
（
８
署
、
67
千
㎥
）
に

つ
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
従
来
、

建
築
材
と
し
て
利
用
さ
れ
ず
、
林
地
に

放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
低
質
材

及
び
価
値
の
低
い
用
材
が
約
65
％
、
建

築
用
材
が
約
35
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

低
質
材
及
び
価
値
の
低
い
用
材
の
内

訳
は
、
端
尺
材
（
俗
に
タ
ン
コ
ロ
）
が

約
４
千
㎥
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
原
料

材
が
23
千
㎥
、
２
㍍
短
尺
材
が
９
千
㎥
、

曲
が
り
材
が
１
千
㎥
、
小
径
材
が
７
千

㎥
と
な
っ
て
お
り
、
今
話
題
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
用
燃
料
へ
の
利
用
拡
大
な
ど
、

林
地
残
材
な
ど
の
未
利
用
材
の
さ
ら
な

る
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。シ

ス
テ
ム
販
売
の
募
集
は
、
４
月
11

日
か
ら
４
月
23
日
ま
で
行
わ
れ
、
延
べ

44
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

１
物
件
に
つ
い
て
は
再
募
集
と
な
り
ま

し
た
が
、
20
物
件
に
つ
い
て
は
５
月
31

日
付
け
で
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
者
の
シ
ス
テ
ム
販
売
材
の
利
用

方
法
は
、
低
質
材
に
つ
い
て
は
、
パ
ル

プ
・
チ
ッ
プ
原
料
、
ク
ラ
フ
ト
紙
原
料
、

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
原
料
、
牛
・
豚

舎
の
敷
料
、
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
、
価
値

の
低
い
用
材
は
、
土
木
用
杭
丸
太
、
合

板
用
材
、
集
成
材
等
に
、
建
築
用
材
は
、

柱
や
内
装
材
、
集
成
材
や
土
木
用
板
材

に
、
加
工
・
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
第
２
回
目
の
募
集
は
再
募
集

を
含
め
８
千
㎥
実
施
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

国
有
林
材
の
利
用
拡
大
等
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（５）平成２４年７月６日 関 東 森 林 管 理 局 第 １００号

森
林
整
備
部

販
売
課

ウラジロモミのシステム販売（静岡署）



私
の
生
ま
れ
は
栃
木
県
足
利
市
で
す
。

六
歳
ま
で
過
ご
し
、
父
親
に
連
れ
ら
れ
足

尾
や
日
光
の
山
に
行
っ
た
こ
と
や
、
渡
良

瀬
川
で
ナ
マ
ズ
や
ウ
ナ
ギ
を
捕
っ
た
こ
と

を
幼
い
な
が
ら
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
茨
城
県
稲
敷
市
に
移
っ
て
か
ら

は
、
遠
足
な
ど
で
数
回
筑
波
山
に
登
っ
た

こ
と
以
外
は
、
鎮
守
の
森
が
唯
一
の
遊
び

場
、
毎
日
暗
く
ま
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

今
の
よ
う
に
ゲ
ー
ム
機
な
ど
無
い
時
代
は

皆
、
自
然
が
遊
び
相
手
で
し
た
。

山
岳
地
の
登
山
は
、
ツ
ガ
や
カ
ン
バ
な

ど
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
天
然
林
を
抜
け
て

森
林
限
界
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
、
荒
々
し

い
巖
峰
が
忽
然
と
現
れ
、
達
成
感
を
味
わ

う
醍
醐
味
で
す
。

私
は
45
年
間
、
山
岳
地
の
国
有
林
を
奥

深
く
日
参
し
、
四
季
折
々
に
光
と
樹
木
や

草
花
が
作
り
出
す
大
自
然
の
造
形
美
を
カ

メ
ラ
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
情
熱
を
傾

け
ま
し
た
。

さ
て
、
私
が
登
山
を
始
め
た
頃
、
よ
く

行
っ
た
奥
多
摩
の
山
小
屋
の
主
人
に
、
山

と
の
つ
き
あ
い
方
を
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
水
場
で
は
頭
を
下

げ
て
感
謝
し
礼
を
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
、

春
の
芽
吹
き
の
時
期
は
、
水
を
一
番
必
要

と
し
て
い
る
木
々
や
草
花
に
や
り
、
お
前

た
ち
は
少
し
我
慢
し
ろ
と
、
水
の
大
切
さ

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
も
こ
の
習
慣

が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
、
高
尾
山
で
撮
影

活
動
に
従
事
し
て
思
う
こ
と
は
、
杉
檜
以

外
の
草
木
の
価
値
に
対
す
る
思
い
や
り
の

心
を
林
業
従
事
者
が
も
っ
と
持
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
林
道
脇

の
杉
の
木
に
巻
き
付
い
て
毎
年
花
を
咲
か

せ
て
多
く
の
登
山
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
た
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
も
、
今
年
、
林
道

の
草
刈
り
の
時
に
根
元
か
ら
切
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

林
業
的
に
は
邪
魔
者
の
ツ
ル
の
仲
間
で

す
が
、
人
々
が
自
然
の
草
花
や
生
物
と
の

出
会
い
を
求
め
て
訪
れ
る
高
尾
の
森
だ
か

ら
こ
そ
、
数
千
本
の
植
林
木
の
う
ち
の
一

本
を
、
年
に
一
度
だ
け
鮮
や
か
な
黄
色
い

花
を
咲
か
せ
る
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
の
支
持

木
に
供
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
考
え
て
し

ま
う
の
で
す
。
一
方
で
、
東
京
都
の
偉
い

人
が
杉
花
粉
症
や
檜
花
粉
症
の
急
増
に
配

慮
し
て
、
せ
っ
か
く
育
っ
た
杉
や
檜
を
伐
っ

て
い
ま
す
。
他
の
草
花
で
の
花
粉
症
の
人

も
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
人
に
害
が
あ

る
か
ら
根
絶
す
る
の
で
は
く
、
人
は
他
の

動
植
物
に
対
し
て
共
存
で
き
る
よ
う
に
仲

裁
に
入
り
、
植
生
の
豊
か
な
森
を
作
る
知

恵
を
生
み
出
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
左
の

写
真
は
ツ
ル
を
人
の
高
さ
で
切
る
だ
け
で

萌
芽
再
生
を
促
し
、
樹
木
の
成
長
に
害
も

無
く
、
ツ
ル
の
種
を
保
続
す
る
簡
単
な
工

夫(

配
慮
）
で
す
。

国
有
林
は
国
民
の
森
で
あ
り
、
地
球
の

森
で
す
。
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
、
人

類
と
自
然
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
は

一
元
論
者
や
二
元
論
者
、
多
元
論
者
な
ど

の
様
々
な
意
見
を
聞
き
、
生
物
多
様
性
と

共
存
す
る
森
作
り
を
推
進
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
写
真
家
と
し
て
で

き
る
生
物
多
様
性
作
り
を
続
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

平成２４年７月６日 関 東 森 林 管 理 局 第１００号（６）

初 め て 森 林 限 界 を 超 え た 山 （ 八 ヶ 岳 ）

日 影 沢 の 清 流 （ 高 尾 山 ）

「

多

様

性

と

国

有

林

の

森

作

り
」

日
本
写
真
作
家
協
会

山
口

芳
男

共生のツルの切り方

杉木を覆うジャケツイバラ



私が勤務している上沢渡森林事務所は、群馬県の

北西部の中之条町に位置し、約 4,800㌶の国有林を管

理しています。

管内には群馬 100名山に選ばれている有笠山（標高

888㍍）があります。有笠山は流紋岩の鋭い岩肌がむ

きだしになった個性的な姿をしている美しい山です。

登山口は西口・東口の２箇所あり、登山道は比較的

整備されているため、一般の人でも安全に歩けるコー

スになっていますが、頂上へのアプローチには鎖や

はしごを用いるので注意が必要です。頂上には沼が

あり、白い大蛇が住んでいたという神秘的な伝説も

秘められた山です。また、この山の中腹で弥生時代

中期のものと思われる住居状遺構や小洞窟遺跡が発

見されており、コース途中には有笠石門（西門・東

門）や、先住民族の遺跡といわれる洞窟などを見る

ことができます。この有笠山周辺は風景林とし管理

し、優れた景観を維持しています。

また、中之条町と旧六合村（現中之条町）との境

には暮坂峠（標高 1,086㍍）という峠があります。こ

の暮坂峠は四季折々の景色が楽しめ、特に紅葉の時

期は見事な景観を誇っています。この峠は、古くか

らは草津温泉と沢渡温泉とを結ぶ交通の重要な役割を

果たし、頻繁に人々の往来が行われていました。また、

詩人若山牧水がこの暮坂峠を歩いた際に素晴らしい景

観に感動し『枯野の旅』を残したことでも知られ、峠

には牧水詩碑が建てられています。この暮坂峠周辺は

風致探勝林として管理し、枝打ちや間伐を行い林内を

明るく見せるなど美しい風景を維持するために森林整

備を行っています。

当事務所の約 75％がスギ・ヒノキ・カラマツの人工

林で占められ、管内の隅々までびっしりと植林されて

います。車も重機もない時代に山の奥地まで植林され

たスギやヒノキの人工林を見ると先人の凄さに感心さ

せられます。一方で近年においては、ニホンジカやク

マなどによる食害・皮剥ぎ（角砥）被害なども増えて

きているように感じます。幼令木の食害を防止する獣

害への対策を取りつつ森林整備を行い、良質な木材生

産や森林の多面的機能を十分に発揮されるような森林

づくりを行っていきたいと思います。

森林官になって２年目を迎えています。経験不足な

部分は多々ありますが、少しでも経験不足を補えるよ

う、たくさん山を歩いて山から多くのことを学んでい

きたいと思います。

そして、地域との繋がりを大事にし、開かれた国有

林を目指して頑張っていきたいと思います。

群馬１００名山「有笠山」

牧水誌碑

有笠石門（西石門）

（７）平成２４年７月６日 関 東 森 林 管 理 局 第１００号

ヒノキの人工林



国道３５２号線を尾瀬国立公園へ向かって走行し檜枝

岐村を過ぎると間もなく道路の両側に見事なブナの森が

見えて来ます、通称「ブナ平」と呼ばれるブナの森です。

福島県の西南部に位置し、東北地方の最高峰である

「燧ヶ岳」の北東山麓に広がるブナを主とした天然性針

広混交樹林帯で、奥会津森林生態系保護地域内に自然観

察教育林として約２００㌶の広大な面積を持つ平坦地と

なっています。

林内には大小の湿原が点在し、ミズバショウ、ニッコ

ウキスゲなど数多くの高山植物が生育する自然豊かな景

勝地となっています。年に何度かは小学生や中学生など

の森林教室の場として利用されるとともに、８月には檜

枝岐村が主催する自然の中を歩く「ぶなの森ウォーク」

が開催され、そのコースとしても活用されています。

ブ ナ 平 の 中 に は 檜 枝 岐

川 の 支 流 と な る 「 モ ー カ

ケ 沢 」 が 流 れ て お り 、 そ

の 沢 の 途 中 に は 「 モ ー カ

ケの滝」と呼ばれる落差約４０㍍の滝を眺めることができ

る展望台があります。尾瀬の入口となる御池駐車場と七入

キャンプ場の中間地点にあり国道脇の駐車場から徒歩１分

と近いことから多くの人が訪れます。滝の説明板によると、

平安時代の女性が腰から下の後方にまとった服をモ（裳）

と呼び、ヒダがあって裾を引く滝の様子を「裳を掛けた」

様に見立てたとも言われています。また、「モーカケの滝」

から少し御池方向へ上がると、国道沿いに「橅坂の清水」

と書かれた標柱が見えて来ます。苔生した岩の間を流れ落
こ け む

ちる水は水量が豊かで、これもブナ平からの恵みの一つで

す。四季折々に姿を変えるブナ平周辺にはカメラを構える

人の姿もよく見受けられます。

尾瀬へ来られた時は是非一度立ち寄ってみてはいかがで

しょうか。

（会津森林管理署南会津支署 広報広聴連絡官 小野卓美）

平成２４年７月６日 関 東 森 林 管 理 局 第１００号（８）

■ 会津森林管理署南会津支署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/minamiaizu/index.html
〒967-0692 福島県南会津郡南会津町867

TEL：0241（72）2323（代表） FAX：0241（72）2334
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ブナ平全景

橅坂の清水

国道からのブナ平
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